
世界に誇れる日本の自動車リサイクルシステム
( ジャパ ンモデル )

T
O

P
 I N

T
E

R
V

I E
W

The

T
O

P
 I N

T
E

R
V

I E
W

公益財団法人 
自動車リサイクル促進センター

理事長

中村 崇
Takashi NAKAMURA

1949年生まれ。九州大学工学部冶金学科卒。同大学工学研究科修士、
博士課程修了。九州工業大学教授、東北大学教授などを経て、2002年から

2008年まで東北大学多元物質科学研究所資源変換再生センター長。
現在、東北大学名誉教授、東京大学生産技術研究所特任教授。

2018年6月より現職。

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
」

で
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む

─
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が
で

き
た
の
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は

２
０
０
５
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
も
、
国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
車
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
80
％
と
高
い
水
準
で
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
環
境
省
が
発
表

し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
04
年
９
月
末
時

点
で
、不
法
投
棄
さ
れ
た
車
が
約
２
万
台
、

事
業
所
な
ど
で
不
適
切
に
保
管
さ
れ
た
車

が
約
20
万
台
も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、〝
大
量
生
産
、
大
量
消
費
〟

の
時
代
に
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る

〝
大
量
廃
棄
〟
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、00
年
ご
ろ
か
ら
〝
環

境
〟
と
い
う
概
念
が
人
々
の
高
い
関
心
事

と
な
り
、
変
化
な
し
に
は
経
済
活
動
や
社

会
活
動
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

─
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
を
う
ま
く

機
能
さ
せ
る
た
め
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な

点
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
。

中
村　

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
た
の
が
「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト

（
有
用
な
部
品
や
資
源
な
ど
を
回
収
し
た

後
に
残
る
樹
脂
や
ゴ
ム
な
ど
の
ゴ
ミ
）」、

地
球
温
暖
化
に
影
響
を
与
え
る
「
フ
ロ
ン

類
（
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
冷
媒
）」、
処
理
に

専
門
的
な
技
術
を
要
す
る
「
エ
ア
バ
ッ
グ
類

（
エ
ア
バ
ッ
グ
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）」
で
す
。

そ
こ
で
02
年
７
月
に
、
使
用
済
自
動

車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
通
称

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」）
が
制
定
さ

れ
、
05
年
１
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
」「
フ

ロ
ン
類
」「
エ
ア
バ
ッ
グ
類
」
の
３
物
品
の

適
正
処
理
に
必
要
な
費
用
を
可
視
化
し
た

上
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
が
車
を
購
入
す
る
際
に
前
払
い
で
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

─
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

中
村　

ま
ず
、
不
法
投
棄
な
ど
が
大
幅

に
減
り
ま
し
た
。
04
年
９
月
末
時
点
で

約
22
万
台
発
生
し
て
い
た
不
法
投
棄
な
ど

が
、
18
年
３
月
末
時
点
で
約
５
０
０
０
台

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
の

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
阻
害
要
因
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
車
の
部
品
や
素
材
な
ど

の
ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ

ス
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約
98
％
に
達
し

て
お
り
、
15
年
度
の
目
標
値
で
あ
る
70
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
を
は
じ
め
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
、
破
砕
業
者
、
解
体
業
者
、
フ
ロ
ン

類
回
収
業
者
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
て
、
循
環
社
会

の
構
築
に
向
け
て
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
た
結
果
で
す
。

海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

─
日
本
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

の
仕
組
み
は
、
海
外
と
比
べ
て
ど
の
よ
う

な
点
が
違
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

中
村　

日
本
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

に
は
、
随
所
、
独
特
の
思
想
と
仕
組
み
を

織
り
込
ん
で
お
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
、ジ
ャ

パ
ン
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
、
世
界
に
誇
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
国
や
地
域

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
使
用
済
自
動
車
全
体
を
引
き
取
り
ま

す
。
た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
い

う
よ
り
は
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
主
眼
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

─　
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
（
ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
）

の
運
用
に
お
け
る
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
。

中
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公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
促
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
循

環
型
社
会
に
向
け
た
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め

00
年
11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
使
用
済
自
動
車
か
ら

回
収
さ
れ
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
、
フ
ロ

ン
類
、
エ
ア
バ
ッ
グ
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
処

理
に
関
す
る
一
連
の
工
程
を
電
子
情
報
で

管
理
す
る
仕
組
み
を
、
世
界
に
先
駆
け
て

導
入
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
管

理
の
ほ
か
、
自
治
体
へ
の
情
報
提
供
や
離

島
対
策
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
の
安
定
運
用
に
努
め
て
い

ま
す
。

─
国
連
が
採
択
し
た
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」
や｢

Ｅ
Ｓ
Ｇ

（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）｣
の
観
点

で
の
企
業
評
価
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
貴
法
人
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

中
村　

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
お
預
り
し
た
約
９
３
９
４
億
円
（
18

年
３
月
末
時
点
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

安
全
か
つ
確
実
な
方
法
で
管
理
・
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
18
年
度

か
ら
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
う
ち
「
Ｅ
（
環
境
）」

に
資
す
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
お
よ
び
「
Ｓ

（
社
会
）」
に
資
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド

に
投
資
を
始
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
、
資
源
の
有
効
活
用
を

価
値
創
造
に
つ
な
げ
る
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
（Circular Econom

y

：

循
環
型
経
済
）」
と
い
う
考
え
方
が
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
動
運
転
車
や
電
気

自
動
車
な
ど
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
化

す
る
で
し
ょ
う
が
、
循
環
型
社
会
の
実
現

が
、
国
や
地
域
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
重

要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
日
本
の
優
れ
た
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
の
安
定
運
用
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
取
り
組
み
を
世
界
に
向

か
っ
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

制
作
・
東
洋
経
済
企
画
広
告
制
作
チ
ー
ム

循
環
型
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

制
度
の
仕
組
み


